生殖補助医療と養子縁組の連関 : その心理的・制度的課題と子どもの福祉を中心に by 島田 安三






























































































1992年 4 月 顕微授精児誕生（宮城県岩沼市　スズキ病院）
1993年 5 月 日本人夫婦が米国人女性から卵子提供を受け、妊娠・出産
1998年 5 月 非配偶者間体外受精児誕生（長野県　諏訪マタニティークリニック）
2001年 5 月 妻の妹による代理出産（長野県　諏訪マタニティークリニック）
2001年 5 月 死後凍結精子での体外受精児誕生（香川県）
2003年 3 月 夫の義姉による代理出産（長野県　諏訪マタニティークリニック）
2005年　 春 祖母による代理出産（長野県　諏訪マタニティークリニック）
2006年 3 月 着床前診断による妊娠・出産（慶応義塾大学）





































　特別養子縁組の平均年間申請件数 425件、普通養子縁組 1,473件、国際養子縁組 625件（1998













































































































































































































































































































































































































 6 「東京新聞」2017年 9月 13日朝刊。
 7 「日本経済新聞」2011年 12月 24日朝刊。スウェーデンの追跡調査では、顕微授精による出生児に様々
な障がいが発生するリスクが高い、との報告もある（草薙　2017年、145頁）。
 8 以下①④は厚生労働省「社会的養護の現状について（参考資料）」2016年 3月による。
























16 「東京新聞」2016年 11月 18日朝刊。養子縁組あっせん事業者が、多額な現金を受け取って不適正な特
別養子縁組を行った疑いで警察の強制捜査が行われた事例（2017年 3月 8日代表者らは逮捕送検された）。
17 「東京新聞」2016年 11月 22日朝刊。
















24 委託専門里親数は 174世帯、委託児童数 206名である（2015年 3月）。
25 白井（2012年、173頁）を一部修正。














32 「心身に負担を感じた」31.1%（109名／ 350人）、「子どものいない人生を考えた」20.3％（35名／ 172人）
フィンレージの会　2000年、108頁～ 111頁。
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